
日本クルーズ&フェリー学会メールニュース 

 

欧州紀行(5) マインシフ・リラックスのクルーズ(その 3) 

                               2026.7.4 池田良穂 

 

 クルーズ 6 日目にフィンランドのヘルシンキに寄港しました。着岸したのは、かつての

ヴァルチラ造船所のヘルシンキ工場の跡地です。ソ連向けの砕氷船、ソ連向けのクルーズ

客船シリーズ、ロイヤル・カリビアン・クルーズラインの第 1 世代船 3 隻などを建造して

一世を風靡した造船会社ですが、クルーズ客船の連続受注に成功してツルク港外に新しい

造船所を建設したものの、ソ連邦崩壊に伴って造船受注の半分が止まったことから経営危

機に陥り、米クルーズ会社カーニバル等の支援を受けて、マーサヤードとして再生しまし

た。ただ創業の地であるヘルシンキ工場は閉鎖に追い込まれ、ここの設計陣の中から造船

基本設計用コンピュータソフトを構築したナパ社が独立して、今では、世界中の造船所で

そのソフトが使われるようになりました。現在、ナパは日本海事協会(NK)の子会社になっ

ています。またエンジン部門は、独立してヴァルチラの名前を継いでいます。 

 到着したクルーズ埠頭の向かい側の埠頭が、タリン航路のタリンク等が使用するフェリ

ーターミナルになっており、現状では 4 隻まで着岸・荷役ができます。 

 クルーズ埠頭の方はまだ全面的な造成工事が進んでいるようで、さらに岸壁が建設され

るようです。 

 ヘルシンキ港の中央の入り江には、朝市などに使われるマーケット・スクウェアと、離

島航路埠頭、遊覧船埠頭があります。またシリヤラインとバンキングラインのターミナル

も入り江の入口近くの両岸にあります。10 時頃、「バイキング・シンデレラ」と「シリ

ヤ・シンフォニー」が相次いで入港してきました。「シリヤ・シンフォニー」は夕方の出港

まで停泊していましたが、「バイキング・シンデレラ」はタリン航路を往復した後でストッ

クホルムに向けて出港していきました。 

 

 クルーズ埠頭からマーケット・スクウェアまで徒歩だと 40 分ほどかかるので、船の用

意したシャトルバスを利用しました。往復で 10 ユーロでした。 

 スクウェアの前の桟橋から、遊覧船に乗船しました。1 時間半のクルーズで、料金は 1

人 28 ユーロでした。乗船した遊覧船以外にも、たくさんの遊覧船が運航されているのに

驚かされます。寒いオープンデッキに膝掛けをかけて座って見学をしている様子をみる

と、市民にも観光客にも船に乗船することが身近なのだと実感させられます。 

その後、日本料理店に入って昼食をとりましたが、日本料理とは名ばかりの料理で、価

格も高くがっかりしました。船に戻って 16 階のブュフェレストランで口直し。 

 



「マインシフ・リラックス」がヘルシンキを出港する間際に、船長からの緊急アナウン

スが流れ、明朝のストックホルムが付近に強風予報がでているため、大型客船の入港禁止

命令がでたため、ラトニアのリガに寄港地を変更することになったとのことでした。寄港

地の急な変更ですが、ある程度なれているのか、オプショナルツアーの変更、港と市街地

とを結ぶシャトルバスの変更も行われ、スマホのアプリに変更が上がっていました。ラト

ニアはバルト三国の 1 つで、エストニアのすぐ南側に位置します。 

 
ヘルシンキのクルーズ埠頭。かつてのヴァルチラ造船所ヘルシンキ工場の跡地です。 

 
クルーズ客船埠頭の向いはタリン航路のフェリー埠頭で、タリンクの「メガスター」が停泊していました。 



 
「バイキング・シンデレラ」がストックホルムから到着しました。この後、同船はタリン航路を一往復した後、ストック

ホルムに向けて出港していきました。 

 
続いて「シリヤ・セレナーデ」が入港してきました。ストックホルムから 1泊の航海です。 

 
マーケット・スクウェアの近くの岸壁から 1時間半の遊覧船に乗りました。かつては朝市がたっていましたが、今は

飲食店のテントが並んでいました。 



 
遊覧船は、停泊する「シリヤ・シンフォニー」の横を通過しました。 

 
クルーズ客船ターミナルに停泊する「マインシフ・リラックス」が見えました。 

 
湾内にはたくさんの岩礁があり、レジャー用に使われています。 



ヘルシンキの中心と、沖に浮か城砦の島スオメンリンナを結ぶフェリーです。自動運航の試験も行われています。 

 
島に保存されている潜水艦です。 

 
船尾外車の遊覧船と、2 枚帆の遊覧船と出会いました。 



 
島の一つに通うフェリーKokar です。 

 
砕氷船群で、6隻が係留されていました。 

 
バイキングラインのターミナルです。 

 
ヘルシンキの象徴である大聖堂の前にマーケット・スクウェアがあり、正面に水色の市庁舎、その隣に大統領官邸

などが並んでいます。ここから遊覧船や島へのフェリーが発着します。ヘルシンキ諸島と呼ばれる多島海には 300

以上の島があるそうです。 

 



 4 日の朝、クルーズも 7 日目に入りました。この日はストックホルムへの寄港ができず

に、ラトビアのリガの港に寄ることになりました。パイロットボートが来て水先人が乗船

してきて、10 時には着岸しました。ここは同じバルト三国のエストニアと違って、フィン

ランドやスウェーデンからのフェリー航路がなく、バルクキャリアやタンカーがたたずむ

だけの静かな港でした。着岸したのは、港口近くのバルクキャリアの専用桟橋で、荷役用

クレーンが寄せられて「マインシフ・リラックス」が着岸するスペースを確保していまし

た。 

 旧市街の中心までのシャトルバスが用意されていて、2 両連結のバスが続々とやってき

ました。そのため下船開始直後の乗車待ちの長蛇の列も 20 分ほどで解消してバスに乗れま

した。20 分ほどのドライブで、旧市街のリガ城付近の停留所に到着しました。旧市街を散

歩して、レストランでポークチョップの昼食。1 人前を頼んで、「シェアする」と伝える

と、2 つの皿に分けてでてきました。旧市街は、「マインシフ・リラックス」の乗客も含め

て、多くの市民、観光客で賑わっていました。 

 船は、20 時過ぎにデンマークのコペンハーゲンに向けて出港しました。明日は 1 日航海

日で、2 泊 3 日の航海です。いよいよバルト海クルーズも終盤になりました。 

 リガでの写真が掲載されていませんが、一眼レフカメラから PC への画像ファイルの取

り込みができなくなりましたので、帰国後にまたご披露します。以後のレポートでは、ス

マホのカメラで撮影して、その写真を使いたいと思っています。 

 

 

 


